
　成功は自分の力量、
失敗は周囲の責任に

自己奉仕バイアス

投資と
ビジネスに
役立つ

　ドライブ中、接触事故を起こしそうになった。間一髪で
危機を避けられたとしたら、あなたはこの出来事をどのよ
うに考えるだろうか。「機転を利かせられて良かった。自
分の運転技術のおかげだ」と思うか、「不注意だったが運
が良かった」と感じるか。一方、事故に遭ってしまった場
合はどうだろう。「見通しが悪い道だから仕方ない」「接触
した相手の運転が下手だった」と思うのか、それとも「自
分が不注意だった」と反省するだろうか。
　こうした場面では「事故を避けられたのは自分の運転技
術のおかげだ」と思う人が、ことのほか多い。一方で、事故
に遭ってしまったときは「周囲の環境や他人のせいだ」と
感じる心理が働きやすい。このように、良い結果は自分の
力量に、悪い結果は周囲の責任にする傾向のことを「自己
奉仕バイアス」と呼ぶ。成功や失敗の原因を、自分に都合
のよいように解釈する背景には「事象や状況をコントロー
ルしたい」という人間の根源的な欲求が潜んでいる。

　投資をする際にも、この「自己奉仕バイアス」が、意思決
定を歪めてしまうことがある。例えば、アベノミクスのス
タート前後で日本株の投資を始めた投資家には、資産を大
きく増やした人も少なくない。この結果を受けて「自分に
は運用の才覚がある」と自信を持つか、それとも「相場の
波にうまく乗れたからだ」と謙虚に受け取るか。前者は、
その後の投資行動がよりリスク選好的になる可能性がある。
　行動経済学の祖、米プリンストン大学のダニエル・カー
ネマン名誉教授は、投資家は特に「スキルの錯覚」に気を
つけなければいけないと警鐘を鳴らす。無意識に自分の
能力の高さを過信してしまう私たちは、「たまたま運が良
かったから成功した」という可能性を無視して「自信過剰」
の沼にはまり込んでしまうことが多いからだ。カーネマン
名誉教授は「過去を分かっているという錯覚が、未来を予
測できるという過剰な自信を生む」と指摘する。
　「名人は相場の怖さを知る」という投資格言の通り、相
場の先行きは誰にも分からないもの。勝っているときこそ、
メンタルのコントロールが重要になる。「自信過剰」は、損
失を生む原因になり得ることを心に留めておこう。

× 「自分には運用の才能がある。もっと大勝負を」

〇「スタンスを崩さず、当初の運用方針通りに進めよう」
賢者の
投資術
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成功は自分の実力と
考え、失敗は周囲の責
任にする「自己奉仕バ
イアス」。大なり小な
り誰もが持つ心理だ
が、この傾向が強い人
ほど、自信過剰になり
やすい。

「たまたまの結果」を
自分に都合よく解釈してしまう
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